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ロマンス諸語における定冠詞の代名詞的性質 
 
藤田 健 
 
Romance Definite Articles as Pronouns  
 
Takeshi FUJITA 
 
要旨： Spanish definite articles are known to have some pronominal functions. We contrast 
Spanish definite articles with Portuguese, Italian and French definite articles, and argue 
that the functional properties of the definite articles in the four languages are determined, 
among others, by their respective morphological autonomy. It is also shown how these 
Romance definite articles are typologically analyzed. 
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0．序論 
インド・ヨーロッパ語族に属する他の多くの言語と同様に、ロマンス諸語は冠詞と
いうカテゴリーを有し、その中には必ず定冠詞が含まれる。定冠詞の最も基本的な機
能は、発話者と対話者のいずれにも既知である人やモノを指示する名詞の前に置かれ
るというものである(Grevisse 1993)。この機能は、名詞の指示対象を限定する、いわ
ゆる決定詞(determiner)としてのものであるが、定冠詞が決定詞以外の機能をもつ場
合がある。すなわち、代名詞としての機能である。定冠詞の代名詞としての機能は複
数のロマンス諸語が共有するものであるが、その範囲は必ずしも同一ではなく、むし
ろ大きな相違が見られる。 
定冠詞の代名詞的機能を対照的に考察した先行研究は見当たらない。これは、冠詞
を伴う名詞化というプロセスを想定することによって、冠詞の決定詞としての機能に
帰着させる見方が支配的であったためであると考えられる。しかし、ロマンス諸語の
中で定冠詞の代名詞的性質が最も顕著に現れるスペイン語の事実を観察すると、単な
る名詞化というプロセスでは捉え切れないということが分かる。 
本稿では、スペイン語の定冠詞がもつ代名詞的性質について、同じイベロ・ロマン
ス語グループに属するポルトガル語、ガロ・ロマンス語グループに属するフランス語、
イタロ・ロマンス語グループに属するイタリア語との対照的考察に基づき、統語的及
び形態的観点から類型論的に考察を進め、その特質を明らかにすることを目指す1。ま
                                                  
1 本研究は、平成 23 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究(C)（課題番号 22520381）による研
究成果の一部である。本稿の執筆にあたり、査読者から大変有益なコメントや不適切な表現の指摘をい
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ず、スペイン語の定冠詞がもつ代名詞的性質がどのようなものであるかを観察し、統
語的にどのように分析されるかを示す。次に、ポルトガル語・イタリア語・フランス
語における定冠詞がスペイン語の定冠詞とどのように異なっているかを見ていく。そ
の上で、四言語の相違点がどのような要因によって引き起こされるのかを考察し、そ
れぞれの言語を類型論的に位置づける。 
 
１．スペイン語の定冠詞の代名詞的機能 
 スペイン語の定冠詞がもつ代名詞的機能は三つに分類される。形容詞に先行する場
合、前置詞句を伴う場合、そして関係代名詞として用いられる場合である。 
１．１．形容詞に先行する場合 
 冠詞には、名詞を伴わずに形容詞のみに先行する機能がある2。定冠詞の場合、二種
類の機能をもつ。一つは先行する文脈において現れた名詞が省略されていると考えら
れるもので、もう一つは形容詞が表す属性を有する集合全体を指示する、いわゆる総
称的な機能である。以下の(1)は先行する名詞の省略、(2)は総称的機能の例である。総
称的機能の場合、性・数の素性をもつ定冠詞は(2a)のように指定された集合に属する全
ての人を表す機能を持つ。この他に、スペイン語に特有のいわゆる中性冠詞“lo”も用い
られ、中性冠詞が形容詞を伴う場合、(2b)のように形容詞によって表わされる属性をも
つモノもしくはその属性が成立している事態を指示する。 
 
(1) De todos los modelos, eligió  el  más caro. 
   of  all  the models  I chose the most expensive 
 “全ての機種の中から、私は一番高価なものを選んだ。” 
(2) a.  Es preciso  tener en  cuenta  a los más desfavorecidos. 
     it is necessary take into account to the most disadvantaged 
  “最も弱い立場の人のことを考えなければならない。” 
   b.  Es lo peor  que   he   visto. 
     it is the worst that I have seen 
  “それは私が見た中で最悪のことだ。” 
 
(1)の場合には先行する名詞、(2)の場合には非明示的に存在すると考えられる名詞がそ
れぞれ削除されているもしくはそれに対応する空の名詞が存在すると考えることもで
きるが、定冠詞が名詞の代わりに形容詞を選択しているという分析も成り立つ。生成
文法の枠組みでは、D（決定詞）主要部の位置を占める定冠詞が、その補部に AP（形
容詞句）を取ると分析される。 
 
(3)         DP 
 
        D      AP 
 
                                                                                                                                                            
ただいた。ここに深く謝意を表するものである。  
2 この用法は、２節で見るように、ロマンス諸語に広範囲に観察される定冠詞の機能であり、英語の定
冠詞にも共有される。  
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この考え方では、定冠詞が代名詞として機能することになる。これは一見不自然に思
われるかもしれないが、理論的には妥当なものである。というのは、ロマンス語にお
ける目的語接語代名詞が冠詞と同じ D 主要部を占めるという分析が可能であるからで
ある3。この分析では、文において生起する位置は異なるものの、定冠詞と目的語接語
代名詞が基本的に同じステータスをもつということになる。従って、定冠詞が代名詞
としての機能をもつことは理論的に全く自然なことと捉えられるのである。 
１．２．前置詞句を伴う場合 
 この機能は、英語の“of”に相当する前置詞“de”を主要部とする前置詞句に定冠詞が先
行するというものである。(4a)に見られる先行する文脈において生起する名詞を受ける
代名詞として機能する性・数の素性をもつ定冠詞の他に、(4b)に示されるように形容詞
に先行する場合と同様の機能で中性冠詞も用いられる。 
 
(4) a. En vez de llevarte mi coche, llévate el de Teresa. 
      instead of take    my car   take  the of 
   “僕の車を持って行くんではなく、テレサのを持って行きなよ。” 
   b. De lo de la  abuela      poco  les  debe quedar. 
     of the of the grandmother little them must remain 
   “お婆さんの財産については、彼らにはほとんど残らないはずだ。” 
 
この場合も、1.1 と同じ分析が可能である。すなわち、D 主要部を占める定冠詞が補部
として PP（前置詞句）を取るという構造である。 
 
(5)         DP 
 
        D      PP 
 
１．３．関係代名詞として用いられる場合 
 関係代名詞として用いられる定冠詞は、英語の“that”に相当する補文標識“que”を常
に伴う。生起する統語的環境は、(6)のように先行詞をもつ場合と(7)のように先行詞を
持たない場合の二つに分けられる。後者は更に二つに分類され、(7a)に示される先行文
脈において生起する名詞を受ける解釈の場合と、(7b)に示される不特定の人を表すと解
釈される場合がある。 
 
(6) Tiene un hijo con el  que    no  sabe  qué hacer. 
   he has a son with the that he not knows what to do 
 “彼にはどうしたらいいか分からない息子がいる。” 
(7) a. Este cuadro es el  que se expondrá     en la galería. 
      this picture is the that will be exhibited in the gallery 
   “この絵はギャラリーで展示される予定のものだ。” 
   b. Los que tengan pasaporte comunitario deben esperar aquí. 
     the that have   passport  communal  must  wait  here 
                                                  
3 Abney(1987)は代名詞が D 主要部の位置を占め、単独で DP を構成すると分析している。  
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  “EU のパスポートを持っている人はここで待たねばならない。” 
 
中性冠詞が用いられる場合には、 (8)のように先行する文を先行詞とする用法と、 (9)
のように先行詞をもたずに一般的なモノ・コトを表す用法の二つがある。 
 
(8) Juan trajo  una lista de cifras,  lo que  explicaba su inquietud. 
        brought a  list  of figures the that explained his anxiety 
 “フアンは数字のリストを持って来たが、そのことは彼の不安を示していた。” 
(9) Lo que pretende su vecina  es inaceptable. 
   the that claims his neighbor is unacceptable 
 “彼の隣人が主張することは受け入れられない。” 
 
伝統文法においては「定冠詞＋“que”」が複合的な関係代名詞であるとされているが、
生成文法の一般的な分析方法に従うと、“que”は代名詞ではなく補文標識として扱われ
る。実際、“que”は名詞節を導く補文標識として用いられる。 
 
(10) Parece  que  va       a llover. 
    it seems that it is going to rain “雨が降ってきそうだ。” 
 
本節における、定冠詞が D 主要部を占めるという仮定と組み合わせると、「定冠詞＋
“que”」によって導かれる関係節の構造は以下に示される。 
 
(11)        DP 
 
        D      CP 
 
            C      TP 
 
ただし、この構造は関係代名詞が先行詞をもたないいわゆる自由関係代名詞の場合の
もので、先行詞をもつ場合の構造は３節で考察する。 
 
２．他のロマンス諸語における代名詞的性質 
 前節でスペイン語について観察した定冠詞の代名詞的性質は、他のロマンス諸語に
共有されるものとされないものがある。 
２．１．ポルトガル語 
 スペイン語と同じイベロ・ロマンス語グループに属するポルトガル語は、スペイン
語と基本的に同じ冠詞体系を有する。異なるのは、中性冠詞が存在せず、その機能は
男性単数形の定冠詞が担う。代名詞的性質に関しては、ポルトガル語の定冠詞には、
形容詞に先行する用法、前置詞句を伴う用法、関係代名詞としての用法のいずれも存
在する。以下の(12)は形容詞に先行する用法、(13)は前置詞句を伴う用法をそれぞれ示
す。(12a)は先行する名詞と同一指示の例で、(12b)は中性代名詞として一般的なモノを
指示する例である。 
 
(12) a. Ele me mostrou dez caminhonetes, e  eu comprei a  pior. 
       he me showed  ten pickup trucks and I  bought the worst. 
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   “彼は私に 10 台の小型トラックを見せ、私は最も悪いのを買った。” 
    b. Ele só teve  o melhor da   vida. 
      he only had the best  of the life 
   “彼は人生で最良のものだけをもっていた。” 
(13) Os homens de extraordinários talentos são ordinariamente os de menor  
    the men   of extraordinary   talents  are usually        the of less  
juízo. 
judgement 
 “驚嘆すべき才能に恵まれた人は、一般に判断力は劣っている。” 
 
関係代名詞としての機能に関しては、スペイン語と異なる点がある。(14)に示されるよ
うに先行詞を伴わない関係代名詞として用いられるのはスペイン語と同じであるが、
(15)のように先行詞を伴う関係代名詞としては基本的に用いられない。(14a)は先行す
る名詞と同一指示の例、(14b)は一般の人を指示する例、(14c)は男性単数形定冠詞が中
性としての機能を持ち、不特定のモノを指示する例である。 
 
(14) a. Guarde os livros  no    porão,    exceto   os  que estiverem mofados. 
       store  the books in the basement except for the that are       moldy 
“カビの生えているもの以外の本は地下室に保管しておきなさい。” 
    b. De ordinário os que reclamam mais liberdade são os que menos a merecem. 
       usually    the that claim    more liberty   are the that less it deserve 
  “一般に、より多くの自由を要求する者はそれに値しない者である。” 
    c. Ela trouxe  o  que vocês pediram. 
      she brought the that you had asked for 
  “彼女はあなたが頼んだものを持って来た。” 
(15) *a  reunião  da   que eu falei  (da < de a) 
     the meeting of the that I talked 
 
このような例では、定冠詞を伴わない“que”もしくは疑問代名詞と同じ形式の関係代名
詞で定冠詞を義務的に伴う“o qual”を用いる。 
 
(16) a  reunião  de   que  (/ da  qual) eu falei 
    the meeting of the that  of the which I talked 
  “私が話題にした会合” 
 
例外的に先行詞を伴うのは男性単数形であるが、その機能は先行する文を先行詞とす
るものである。 
 
(17) Daniel chegou  na   hora, o  que me surpreendeu. 
           arrived in the time the that me surprised 
 “ダニエルは時間通りに到着し、私は驚いた。” 
 
以上のことから、ポルトガル語の定冠詞はスペイン語と同様に、基本的な代名詞的性
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質をもっていると考えられる。 
２．２．イタリア語 
 イタロ・ロマンス語グループに属するイタリア語は、定冠詞・不定冠詞は共通する
ものの、スペイン語には存在しない部分冠詞をもつという点でスペイン語と異なる冠
詞体系をもっている。中性冠詞は存在せず、その機能は、ポルトガル語と同様に、男
性単数形が担う。(18)に示される形容詞に先行する用法4、関係代名詞としての用法は
存在するが、(19)に示されるように前置詞句を伴う用法はない。ただし、関係代名詞と
しての用法は、スペイン語・ポルトガル語と異なり、(20b)に示される先行する文を先
行詞とする用法に限られる。この機能は男性単数形がもつ。(20c-e)に見られるように、
それ以外の関係代名詞としての機能は持たない。 
 
(18) Di questi vini  mi piace più    il francese che l’italiano. 
    of  these wines I like   better the French than the Italian 
 “これらのワインの中では、イタリア産よりもフランス産が好きだ。” 
(19) *le chiese    d'Oriente  e  la di Roma 
   the churches of Orient and the of Rome 
(20) a. *Il  luogo dal     che     venivi era lontano. (dal<da il) 
       the place from the that you came was distant 
    b.    Si      è   già   trovata in difficoltà, il  che  mi preoccupa       
she herself has already found  in difficulty the that me worries 
moltissimo. 
greatly  
“彼女は既に困難な状況に陥っており、私はとても心配だ。” 
    c. *le  parole che diciamo e   le  che ci   vengono dette 
       the words that we say and the that to us are    said 
    d. *i  che hanno ricevuto la nostra lettera  
      the who have  received the our  letter  
    e. *il  che  vogliono 
       the that they want 
 
前置詞を伴う代名詞としての機能は、性・数の素性をもつ指示代名詞が担う。 
 
(21) Gli ulteriori tentativi di riconciliare le chiese    d'Oriente e  quella di Roma 
  the further  attempt to reconcile   the churches of Orient and that  of Rome 
    fallirono. 
    failed   
                                                  
4 ただし、Maiden and Robustelli(2000)によると、イタリア語では形容詞を伴う場合の代名詞的機能を
担う要素としては定冠詞よりも指示代名詞“quello”が好まれる。従って、(18)よりも以下の文がより自然
である。  
 
Di questi vini  mi piace più   quello francese che quell’italiano. 
  of  these wines I like   better that  French  than that Italian 
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 “東方教会とローマ教会を和解させようという更なる試みは失敗に終わった。” 
文以外のものを先行詞とする関係代名詞としては (22a)に示される他の形式が用いら
れ、先行詞をもたない関係代名詞としての機能は、定冠詞ではなく指示代名詞が担う。
(22b)は先行文脈に現れる名詞と同一指示である例、(22c)は不特定の人を指示する例、
(22d)は中性の指示代名詞として不特定のモノを指示する例である。 
 
(22) a. Il  luogo da   cui      venivi era lontano. 
      the place from which you came was distant 
  “君が来た場所は遠いところにあった。” 
    b. Bisognerebbe        sempre ascoltare le  parole che diciamo e quelle  che 
      it would be necessary always  listen to the words that we say and those that    
      ci vengono dette. 
      to us are said 
  “我々が言う言葉と我々が言われる言葉に常に耳を傾けねばならないだろう。” 
  c. Quelli che hanno ricevuto la nostra lettera potranno    entrare gratis. 
      those who have  received the our  letter will be able to  enter for free 
  “私たちの手紙を受け取られた方は無料で入場できます。”  
    d. Sereni sono i  proletari     che sanno quel che  vogliono. 
      serene are  the proletarians that know that that they want 
  “自らが望むところのものを知るプロレタリアートは穏やかである。” 
 
この点で、イタリア語の定冠詞の代名詞的性質は、スペイン語・ポルトガル語と比較
してかなり限定されていると言える。 
２．３．フランス語 
 ガロ・ロマンス語グループに属するフランス語は、イタリア語と同じ冠詞体系を有
する言語である。前述の三つの機能のうち、フランス語の定冠詞がもっているのは(23)
に示される形容詞に先行する機能のみで、(24), (25)に示されるように前置詞を伴う機
能や関係代名詞としての機能は一切見られない。 
 
(23) J’ai   regardé  les fauteuils dont    tu  m’avais parlé ; je préfère les petits  
    I have looked at the chairs   of which you me had talked I  prefer the small  
    aux grands. 
    to the big  
“君が話していた椅子を見た。私は大きいのよりも小さいのがいい。” 
(24) *les des   pompiers 
     the of the firefighters 
(25) *la  cause pour la qu’il   a donné sa vie 
the reason for the that he gave   his life 
 
イタリア語と同様に、フランス語の場合にも前置詞を伴う機能は性・数の素性をもつ
指示代名詞が担う。 
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(26) Les voitures de la police et celles des pompiers      ont été défigurées  
    the  cars   of the police and those of the firefighters were  disfigured  
    cette nuit. 
tonight    
“警察の車と消防車が今夜毀損を受けた。” 
 
先行詞をもつ関係代名詞としては(27a)に示されるように他の形式が用いられる。文を
先行詞とする関係代名詞としては、中性の指示代名詞が用いられる。先行詞をもたな
い関係代名詞としてはイタリア語と同様に指示代名詞が用いられる。(27b)は先行文脈
に現れる名詞と同一指示である例、(27c)は不特定の人を指示する例、(27d)は中性の指
示代名詞として不特定のモノを指示する例、(27e)は先行する文を先行詞とする例であ
る。 
 
(27) a. Quelle est la cause  pour laquelle il a donné sa vie ? 
       what  is the reason for  which  he gave   his life 
   “彼が命を投げ出した理由は何なのか。” 
    b. J’aime ce tableau, mais je n’aime pas celui qui  est dans la grande salle. 
      I like this picture  but  I  like  not that which is  in  the grand room 
   “私はこの絵が好きだが、大広間にあるのは好きではない。” 
  c. Ceux qui arrivent demain sont Italiens. 
      those who arrive tomorrow are Italian 
  “明日来る人たちはイタリア人だ。” 
    d. Ce  qui   fait    le  malheur  des   uns  fait  le  bonheur  des  
      that which makes the misfortune of the ones makes the happiness of the  
autres. 
      others  
“ある者を不幸にすることは他の者を幸福にする。” 
  e. La lettre que  j’attendais         n’était toujours pas arrivée,  
      the lettre that I jad been expecting  had   still   not arrived 
      ce qui     m’empêchait de pouvoir faire quoi que  ce soit 
      that which me prevented of can    do  what that that be 
  “待っていた手紙がまだ届いていなかったので、私はどうしようもなかった。” 
 
中性冠詞が存在せず、その機能は男性単数形が担うという点もイタリア語と共通して
いるが、(28)に示されるようにその機能は形容詞に先行するものに限られている。(29)
に示されるように文を先行詞とする関係代名詞としては用いられない。 
 
(28) L’important  est de faire de son mieux. 
    the important is  to do  of  his best 
 “大切なのは最善を尽くすことだ。” 
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(29) *La lettre que  j’attendais         n’était toujours pas arrivée,  
     the lettre that I jad been expecting  had   still   not arrived 
     le  qui   m’empêchait de pouvoir faire quoi  que ce  soit 
     the which me prevented of can    do   what that that be 
 
以上の観察から、フランス語の定冠詞は代名詞的性質が上述のロマンス諸語に比して
極めて限定されていると言える。 
 
３．考察 
 前節での観察をもとに、スペイン語と他のロマンス諸語の定冠詞の代名詞的性質を
類型論的観点から考察する。 
３．１．ポルトガル語との対照 
 スペイン語とポルトガル語の定冠詞はいずれも代名詞的性質をもっていることが認
められる。ただし、両言語で異なるのは、ポルトガル語では定冠詞が先行詞を伴う関
係代名詞としては用いられないという点である。この点で、スペイン語の定冠詞より
もポルトガル語の定冠詞は代名詞的性質において劣っていると言えよう。本稿ではこ
れを代名詞性が低いと表現することとする。では、ポルトガル語の定冠詞の代名詞性
の低さは、どのような要因によるものであろうか。 
 ここで留意しなければならないのは、ポルトガル語の定冠詞は先行詞をもたない関
係代名詞としては用いられるという点である。従って、関係詞としての機能の有無と
いう単純な観点でこの現象を捉えることはできない。先行詞をもつ関係代名詞と先行
詞をもたない関係代名詞にはどのような違いが存在するかを考慮に入れる必要がある。
この点に関して、生成文法における関係代名詞の分析が有効な視点を提供する。生成
文法では、関係代名詞は演算子(operator)であると分析される。演算子とは、論理的意
味構造において変項(variable)を束縛(bind)する要素で、典型的なものとして量化詞や
疑問詞が挙げられる。ロマンス諸語や英語において関係代名詞と疑問代名詞が形態的
に同じ要素であるという事実は決して偶然ではなく、演算子という共通の性質に基づ
くものであると捉えられる。ここで、関係代名詞として用いられる定冠詞が演算子で
あると考えてみよう。1.3 で述べたように、“que”が補文標識で C 主要部を占めること
から、関係節の構造は以下のようになる5。 
 
(30) [NP N [CP Di [C’ que [TP ... ti ... ]]]] 
 
この構造では、定冠詞 D が関係節内の位置から CP 指定部に移動し、演算子として機
能する。 
 これに対して、先行詞をもたない関係代名詞が用いられる関係節では、演算子とし
て機能するのは定冠詞ではなく、空演算子であると考えられる。定冠詞は関係節が修
飾する D 主要部を占めており、純粋に（指示）代名詞としての機能を果たす。以下に
                                                  
5 関係節の構造には複数の分析案が提示されているが、本稿では Chomsky(1986), Haegeman(1994), 
Radford(1997)等において提示されている、関係代名詞が演算子として機能するために CP 指定部に移動
するという分析に従う。  
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示す構造において、OP は空演算子を表す。 
 
(31) [DP D [CP OPi [C’ que [TP ... ti ... ]]]] 
 
この構造においては、定冠詞は形容詞に先行する場合や前置詞句を伴う場合と全く同
じ統語的ステイタスをもっている。 
 
(32) a. [DP D [AP A ]]    b. [DP D [PP P DP ]] 
 
これらの構造において AP 及び PP は主要部である D を修飾しており、(31)における
CP と全く同じ機能を果たしている。つまり、これら三つの構造において定冠詞は全く
同じ位置を占めているのである。 
 以上の考察から、ポルトガル語の定冠詞は指示機能としての代名詞の性質はもつが、
演算子としての機能はもたないということが言える。スペイン語の定冠詞はこのいず
れの機能を果たすことも可能なので、関係代名詞として広範囲に用いられることにな
る。つまり、両言語の代名詞性に関する相違は、演算子機能の有無に帰せられるので
ある。 
３．２．フランス語との対照 
 2.3 で見たように、フランス語の定冠詞は最も代名詞性が低い。形容詞に先行する機
能のみを有し、前置詞を伴う代名詞、関係代名詞のいずれの機能も全くもたず、これ
らの機能は指示代名詞にゆだねられている。このようにフランス語の定冠詞がスペイ
ン語のそれに比して極端に代名詞性が低いのはなぜであろうか。 
 本稿では、定冠詞の形態的側面に注目したい。スペイン語・ポルトガル語とフラン
ス語の定冠詞において形態的に異なる特徴は、前者については基本的に音韻的環境に
よってその形態が影響を受けることがないのに対して、後者の場合には音韻的環境、
すなわち後続する語の語頭音がその形態を決定する上で不可欠な役割を果たしている
という点である。具体的には、フランス語では後続する語の語頭が母音であるか子音
であるかによって形態が異なるのである。 
 
(33) a. l’étudiant     b. le garçon   c. l’étudiante   d. la fille 
   “（男子）学生” “少年”    “女子学生”  “少女” 
 
これは、母音の連続を極端に避けるというフランス語の形態的特徴を反映している。
これに対して、スペイン語・ポルトガル語では後続する語の語頭音によって定冠詞の
形態が変わることは基本的にない6。両言語では、母音連続が許容されるのである。 
 
(34) a. el estudiante   b. el muchacho   c. la estudiante   d. la muchacha 
   “（男子）学生” “少年”      “女子学生”    “少女” 
(35) a. o irmão    b. o menino   c. a irmã   d. a menina 
   “兄弟”     “少年”    “姉妹”  “少女” 
                                                  
6 例外的にスペイン語では、語頭がアクセントのある[a]である場合、女性単数形の通常の形式である“la”
ではなく男性単数形の“el”が用いられる(“el agua”「水」)。これは、同じ母音の連続によってアクセント
をもつ母音の調音が困難であるために避けられるという普遍的な傾向に従うものと解釈できる。従って、
本稿で主張する定冠詞の形態的自立性の議論に影響を与えるものではない。  
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この事実は、スペイン語・ポルトガル語の定冠詞が、アクセントを持たないにせよ、
高い形態的自立性を有するのに対し、フランス語の定冠詞の形態的自立性が低いこと
を示している。形態的自立性が低いということは、後続する要素に対する依存度が高
いということを意味するため、後続要素にかなりの制約が見られることが予想される。
具体的には、形態的自立性が低い要素が依存することが可能な要素は、それ自体の形
態的自立性が極めて高いものであることが求められる。この形態的自立性が極めて高
いという条件を満たす最も自然な音韻的特性は、アクセントを持つという特性である
と考えられる。アクセントをもつ要素とは、具体的には独自の明確なシニフィエをも
つ語彙的要素である。形容詞はこの条件を満たすのに対し、前置詞や補文標識は文法
的要素であり、アクセントをもたないために十分な形態的自立性をもたず、この条件
を満たさない。このために、フランス語の定冠詞は形容詞に先行する代名詞としての
機能しかもつことができないと説明できる。 
３．３．イタリア語との対照 
 イタリア語の定冠詞の機能は基本的にフランス語と共通している。このため、イタ
リア語の定冠詞の代名詞性は低いと言える。しかし、フランス語と異なる点が一つだ
けある。それは、文を先行詞とする関係代名詞の機能をイタリア語の定冠詞が持って
いるという点である。この違いがどのような要因によるのかを考えるために、まずイ
タリア語の定冠詞の形態的自立性を観察してみる。以下に見られるように、フランス
語よりも複雑な条件付けがなされるものの、後続する要素の語頭音がその形態を決定
する要因となっている。 
 
(36) a. l’attore    b. il ragazzo    c. lo studente    d. l’attrice    e. la ragazza 
 “男優”     “少年”      “（男子）学生” “女優”      “少女” 
 
このことから、形態的自立性が高いとは言えない文法的要素に先行することが避けら
れるため、前置詞を伴う機能や関係代名詞の機能は持たないはずである。では、例外
的と言える文を先行詞とする関係代名詞の機能をもつことができるのはなぜであろう
か。 
 イタリア語の場合は、定冠詞の形態的自立性に関する制約が一部解除されているこ
とになる。これは形態論における例外として扱われるべき現象であるが、形態的制約
を解除する要因は、形態論以外に求められるべきものである。本稿では、関係代名詞
のパラダイムという視点でこの問題を捉えたい。そもそもロマンス諸語における関係
代名詞のパラダイムには、先行詞が性・数をもつ名詞であるものと先行詞が中性とし
て捉えられる文であるものとが含まれている。そして、両者は必ず形態的に異なるも
のでなければならない。なぜならば、形態的に区別しなければ関係代名詞の先行詞が
文末の名詞句であると解釈されてしまうからである。このため、既に見たように性・
数を持たない中性の機能を持つ冠詞（を含む要素）7もしくは中性の指示代名詞が関係
                                                  
7 中性冠詞を含む要素とは、スペイン語の“lo cual”を指す。この関係代名詞はもっぱら文を先行詞とす
る。“cual”はアクセントを持つ要素である。このため、アクセントを持たない“lo que”よりも代名詞とし
ての性質が強く、等位接続詞に近い機能を持つ。  
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代名詞として用いられる。ここで、スペイン語・ポルトガル語・フランス語に共通す
る点があることに注目しよう。それは、いずれの関係代名詞もアクセントを持たない
という点である。スペイン語・ポルトガル語の “lo que”/“o que”における定冠詞は当然
アクセントがない要素であり、フランス語の“ce que”における中性指示代名詞の“ce”も
アクセントがないという特性を持つ。このことから、文を先行詞とする関係代名詞と
して、名詞を先行詞とする関係代名詞と異なる形態をもち、かつアクセントを持たな
い要素がパラダイムとして要求されるのである。イタリア語の中性指示代名詞は
“quello”もしくは“ciò”であるが、いずれもアクセントを持つ要素であるのでこの条件を
満たさない。この条件を満たすには、中性の働きをする男性単数形定冠詞を補文標識
とともに用いる必要があるのである。これはあくまでも形態的制約の例外的解除であ
るため、パラダイム上要求されない機能、すなわち名詞を先行詞とする場合には適用
されない。従って、女性単数形や複数形の定冠詞が補文標識を伴って関係代名詞とし
て用いられることはないのである(“*la che”, “*i che”)。 
 なお、この形態的制約の例外的な違反は、形態的に何らかの形で解決されねばなら
ない。“il che”の場合は、この定冠詞と補文標識が融合し、形態的に複合要素としての
ステータスを持つ文法的要素となっていると考えられる8。このような現象は他にも見
出すことができる。例えば、フランス語の指示代名詞“celui”は、指示詞 ce と人称代名
詞“lui”が融合した複合要素であるが、これは“ce”の形態的制約に違反する連続である。
指示形容詞は名詞を限定する要素であり、代名詞に先行することは形態的に認められ
ない。この違反を解決するために、両者の融合による複合要素が語彙的に形成された
と考えられる。 
 以上の考察から、関係代名詞のパラダイム構成上の理由で例外は存在するが、イタ
リア語の定冠詞はフランス語のそれと全く同じように代名詞性が低いという特性を有
すると結論付けられる。 
３．４．各言語の位置づけ 
 本節での考察をもとに、各言語における定冠詞の代名詞性に関する位置づけは以下
のようにまとめられる。 
 
代名詞性 
    高                            低 
 
      スペイン語  ポルトガル語        フランス語 
                           イタリア語 
 
本稿では、代名詞性の高低の要因の一つとして定冠詞の形態的自立性を指摘した。こ
の形態的自立性という性質は単に定冠詞にとどまるものではなく、それぞれの言語の
根本的な形態的特性であると考えられる。定冠詞の形態的自立性が低いフランス語と
イタリア語では、定冠詞以外の要素にも後続する語の語頭音によってその形態が決定
                                                  
8 これに類する現象として“per lo che「そのために」”という慣用句をあげることができる。“lo”は男性
単数形定冠詞“il”の異形態であり、ここでは“il che”と全く同じ機能を果たしている。  
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されるという現象が観察される。例えば、指示形容詞や品質形容詞がその特徴を示す。
(37)はフランス語、(38)はイタリア語の例である。 
 
(37) a. ce livre  “この／その本” b. cet avion “この／その飛行機” 
    c. beau temps “よい天気”   d. bel oiseau “きれいな鳥” 
(38) a. quel libro “その本”     b. quello specchio “その鏡”  
    c. quell’aereo “その飛行機” 
  d. buon libro “よい本”     e. buono specchio “よい鏡” 
 
スペイン語とポルトガル語の対応する要素では、後続する語頭音によって形態が決定
されることはない。(39)がスペイン語、(40)がポルトガル語の例である。 
 
(39) a. este libro “この本” b. este avión “この飛行機” 
    c. buen libro “良い本” d. buen avión “良い飛行機” 
(40) a. este livro “この本”  b. este avião “この飛行機” 
    c. bom livro “良い本” d. bom avião “良い飛行機” 
 
 以上の事実は、言語の形態的特質が特定の文法的要素の統語的機能に影響を与える
ことを示している。本稿の議論が正しい方向にあるとすると、定冠詞の代名詞性とい
う問題は、統語的現象を考察する際に形態的側面を考慮に入れる必要があることを示
唆するものであると言える。 
３．５．形態的自立性 
 本稿の議論では形態的自立性という性質が重要な位置を占めるが、この概念につい
て補足しておきたい。ロマンス諸語における定冠詞の代名詞性に関する差異は、形態
的自立性の高さに密接な関連があることを見てきたが、今までの議論で関与するのは
自身の形態が後続する要素の音韻的性質に応じて変わるかどうかという点であった。
この点に関する相違が、定冠詞の統語的機能に反映され、各言語の定冠詞の代名詞性
の違いを生じさせると説明した。 
 ここで、上記以外の形態的自立性に関わる性質が存在しないのかという疑問が生じ
るであろう。その候補の一つとしてあげられるのは、アクセントの有無である。ある
要素が形態的に自立しているかどうかという点に関して、アクセントを有するか否か
という性質は極めて重要な働きをしていると言える。独自のシニフィエをもち意味的
に独立性の高い語彙的要素は一般にアクセントをもつのに対して、他の要素の間の関
係を確立する文法的機能をシニフィエとしてもつ文法的要素はアクセントを持たない
ものが多い。定冠詞は典型的な文法的要素であり、アクセントをもたない要素である。
この点で、強勢形の人称代名詞や指示詞と異なる形態的特徴をもっており、この性質
はロマンス諸語において共通である。従って、この形態的自立性に関わる共通性が、
定冠詞の代名詞性に何らかの帰結をもたらさないのかということが問題になる。 
 この帰結であると考えられるロマンス諸語に共通の現象が存在する。定冠詞が単独
では代名詞として機能できないという事実である。 
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(41) a. *La vendrá enseguida.         b. *la relación  entre   los 
       the will come at once             the relation between the 
 
(42) a. *A  virá      logo.           b. *a   relação entre    os 
       the will come at once              the relation between the 
(43) a. *La  verrà   subito.          b. *la relazione fra      i 
       the will come at once             the relation between the 
(44) a. *La viendra  tout de suite.     b. *la relation  entre   les 
       the will come at once             the relation between the 
 
これらの例は、いずれも定冠詞が単独で生起することができないことを示している9。
この事実は、文法的機能を果たす代名詞といえども単独で生起するには何らかの形態
的条件を満たさねばならず、それがアクセントをもつという形態的自立性であると捉
えられる。このことから、形態的自立性には少なくとも二つの度合いがあり、第一段
階は他の要素に影響されずに形態が確定されるという性質で、第二段階がアクセント
をもち文において形態音韻的に独立しているという性質であると言える。定冠詞に関
しては、スペイン語とポルトガル語において第一段階を満たしているのに対し、イタ
リア語とフランス語は満たしていない。また、第二段階に関してはいずれの言語も満
たしていないということになる。 
 
４．結論 
 本稿では、いずれもロマンス諸語に属するスペイン語・ポルトガル語・イタリア語・
フランス語の定冠詞のもつ代名詞的性質について議論した。同じ言語グループに属す
るにも関わらず、当該パラメータに関してそれぞれの言語に対して異なる位置づけが
なされることが示された。具体的には、スペイン語とポルトガル語の定冠詞は形態的
自立性の第一段階を満たしているので、代名詞としてのある程度の機能を有する。し
かし、第二段階は満たしていないので、完全な代名詞とは言えない。更に、両言語は
演算子という意味機能の有無によって区別される。これに対して、イタリア語とフラ
ンス語は第一段階も満たしていないので、その代名詞的機能はかなり限られている。
ただし、それぞれの言語の関係代名詞の形態統語的なパラダイムという要因により、
これら二言語にも相違点が見出される。つまり、以上に示したように複数の要因が複
合的に作用してそれぞれの言語における定冠詞の機能が決定されるのである。本稿が
                                                  
9 直接目的語としては、定冠詞と同形式の要素が単独で動詞に隣接する位置に生起するという現象が四
言語に共通に見られる。以下に、スペイン語、ポルトガル語、イタリア語、フランス語の順に示す。   
i) a. María lo ve.    b. A Maria vê-o.     c. Maria lo vede.   d. Marie le voit. 
          it sees     the     sees it             it sees            it sees  
一般に目的語接語代名詞と呼ばれているものであるが、1.1 で述べたようにこの要素が定冠詞と同一の
統語的位置を占めるという分析がある。ただし、定冠詞と同形式の要素が全て目的語接語代名詞として
用いられるわけではない言語もあるので、両者が同一の要素であると断言することは難しい。   
ii) a. *María el  ve.  （スペイン語）    b. *Maria il  vede. （イタリア語）  
            the sees                           the sees 
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扱った定冠詞の機能に関する事実は、ある要素の機能を捉える場合に、音韻形態的な
側面と統語的な側面、更には意味的な側面を総合的に考察する必要があることを如実
に示しているのである。 
 冠詞は、名詞句の指示対象を特定化する機能をもつ決定詞という範疇に属する要素
である。決定詞には、冠詞の他に指示形容詞が含まれる。本稿で考察した四言語にお
ける指示形容詞は、いずれも代名詞としての機能をもつ指示代名詞と緊密な形態的関
係をもっている。このことから、決定詞という範疇に属する要素は代名詞性という性
質と密接な関係をもつということが言えよう。本稿が提示した結論の妥当性を検証す
るには、何よりも指示形容詞・指示代名詞との対照的考察が必要となる。 
 更に、四言語の定冠詞は人称代名詞、特に目的語としての機能を持つ接語代名詞と
形態的に緊密な関係にある。定冠詞と目的語接語代名詞が四言語において完全に一致
するわけではないので、両者を全く同一の要素として分析することは難しいが、
Abney(1987)の説に従い、同じ統語的ステイタスをもつと考えることは妥当であろう。
生成文法の枠組みでは、いずれの要素も D(決定詞)主要部を占めると分析されることに
なる。このことから、四言語の定冠詞の本質を明らかにするには、目的語接語代名詞
との対照的考察が不可欠となる。この場合、目的語接語代名詞と指示代名詞の機能の
相違も重要な問題として提起される。定冠詞と指示形容詞との機能分化と接語代名詞
と指示代名詞との機能分化にある程度の共通性が見られるのか、見られるとするとそ
れはどのようなものなのか、また異なる点はどのようなものなのかという問題が想定
される。この問題への解答は、決定詞という範疇の特性を考察する上で極めて示唆的
な結果をもたらすものと期待される。これらの問題については、機会を改めて論じる
こととしたい。 
 
参考文献  
Abney, Steven P. (1987) “The English noun phrase in its sentential aspect,” unpublished dissertation, 
MIT.  
Bechara, Evanido (2003) Moderna gramática portuguesa, Editora Lucerna, Rio de Janeiro. 
Brucart, José M.a (1999) “La estructura del sintagma nominal: las oraciones de relativo,”  in 
Bosque, Ignacio and Violeta Demonte (eds.), Gramática Descriptiva de la Lengua Española, 
pp.395-522, Espasa, Madrid. 
Butt, John and Carmen Benjamin (2004) A New Reference Grammar of Modern Spanish, Arnold, 
London. 
Chomsky, Noam (1986) Barriers, The MIT Press, Cambridge. 
De Bruyne, Jacques (1995) A Comprehensive Spanish Grammar, Blackwell Publishing, Oxford. 
Grevisse, Maurice (1993) le bon usage, Duculot, Paris. 
Haegeman, Liliane (1994) Introduction to Government and Binding Theory, Blackwell, Oxford and 
Cambridge. 
Hollerbach, Wolf (1994) The Syntax of Contemporary French, University Press of America, Lanham. 
Judge, Anne and F. G. Healey (1995) A Reference Grammar of Modern French, NTC Publishing 
ロマンス諸語における定冠詞の代名詞的性質                   藤田 健 
Group, Lincolnwood. 
Leonetti, Manuel (1999) “El artículo,” in Bosque, Ignacio and Violeta Demonte (eds.), Gramática 
Descriptiva de la Lengua Española, pp.787-890, Espasa, Madrid. 
Maiden, Martin and Cecilia Robustelli (2000), A Reference Grammar of Modern Italian, Arnold, 
London. 
Mateus, Maria Helena Mira, Ana Maria Brito, Inês Duarte, Isabel Hub Faria et al. (2003) 
Gramática da Língua Portuguesa, Editorial Caminho, Lisbon. 
Perini, Mário A. (2002) Modern Portuguese: A Reference Grammar, Yale University Press, New 
Haven and London. 
Price, Glanville (2003) A Comprehensive French Grammar, Blackwell Publishing, Malden. 
Radford, Andrew (1997) Syntactic theory and the structure of English, Cambridge University Press, 
Cambridge. 
Wagner, Robert Léon and Jacqueline Pinchon (1991) Grammaire du Français classique et moderne, 
Hachette, Paris. 
寺崎英樹  (1998)『スペイン語文法の構造』 , 大学書林 , 東京 . 
 
執筆者紹介 
所属：北海道大学大学院文学研究科西洋言語学講座 
E-mail： fujitat@let.hokudai.ac.jp 
専門分野：統語論、ロマンス語学 
